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子どもの可能性を信じて、ともに歩む 

 校長 髙田 桂太郎 

校庭の木々が、つぼみや新しい芽をだんだんとふくらませ、春の装いを濃くしてきています。

また、登校してきた子どもたちの元気なあいさつの声で、私の心も毎日温かくなります。 

３月に入ると、子どもたちの登校日も１年生から５年生が17日、６年生に至っては14日となり

ます。保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、

感謝申し上げます。また、登下校の見守りや健康観察等、子どもたちの安全で安心な生活のた

め、様々な場面でお心遣いをいただき、本当にありがとうございます。 

最近、８年前に私が４年生の担任をしていた頃の教え子から手紙が来ました。内容は、５,６

年生になって新たに挑戦したスポーツのこと、中学、高校では部活と勉強の両立がうまくいかな

くて悩んだこと、そして、今年の４月から自分が見つけた夢に向かって新たな挑戦をすることが

つづられていました。４年生の頃、その子は、国語で教科書を読む順番が回ってくると緊張で顔

が真っ赤になり、声が出なくなってしまうくらい引っ込み思案な子でした。私は、その子に自信

をもってほしくて、ドッジボールのコツを教えたり、運動会のダンスを一緒に練習したりしまし

た。その時はいつも「すごい楽しかった。」と言ってくれましたが、果たして自信をつけてあげ

られたかは、私自身は、確信がもてませんでした。だから、この手紙を読んだ時には、嬉しかっ

たのと同時に、ほっとしました。手紙からは、悩みながらも８年かけてこの子が少しずつ前に進

んでいったこと、また、その姿を応援し、可能性を信じて見守り続けたお母様の様子も読み取れ

ました。私は、当時「頑張れ！」と子どもたちによく言っていました。しかし今は、子どもの可

能性を信じ、寄り添いながら、ともに歩むということが、さらに大切なことだと思っています。

可能性を信じ、ともに歩むことは、忍耐のいることですが、このとき子どもは、自信という根を

じっくりと張っているのだと思います。だから、大きな木へと成長するときが必ず来るのです。 

先日の学校保健委員会で、３年生から６年生までのクラス代表の子どもたちが、今年度のテー

マ「ふわふわ言葉」について各クラスでの取り組みと成果を発表しました。子どもたちが、積極

的に話し合い、まとめたことを自ら発信している姿は大変すばらしかったです。とくに６年生

は、私が着任してからの３年間で、本当に成長し、「頼もしくなったなあ。」としみじみ思いま

した。この日は、ＰＴＡからお二人の保護者の方々にも参加していただき、子どもたちへ感想や

励ましのお言葉をいただきました。子どもたちも嬉しそうで、きっと自信につながったことと思

います。 

この一年間、保護者・地域の皆様には、たくさんのご支援とご協力をいただきました。心より

感謝いたしております。温かく見守ってくださる保護者の方々、地域の方々のおかげで、子ども

たちは安心して活動することができました。幅広い人間関係の中や、互いに関わりをもつ中で育

つ思いやりの心、お世話になった人への感謝の心を、学校、家庭が連携をして、これからもしっ

かりと育てていきたいと思います。 

来たる令和５年度も変わらぬご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 


